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2021/0期

増減
(ご参考)
2020/0期

実績
前回発表

予想
実績

売上高 20,000 22,754 △246 20,070

営業利益 △ 500 △ 20 +480 △ 1,065

経常利益 △ 550 △ 00 +520 △ 1,500

当期純利益 △ 900 △ 414 +486 △ 1,628

1. 業績予想と実績との差異に関するお知らせ

（単位：百万円）



（単位：百万円）

2. 2021年3月期 決算ハイライト

2020/0期 2021/0期 増減 増減率

売上高 20,070 22,754 +2,680 +10.4%

営業利益 △ 1,065 △ 20 +1,044 －

経常利益 △ 1,500 △ 00 +1,472 －

当期純利益 △ 1,628 △ 414 +1,214 －

EPS（円） △ 50.06 △ 12.74 +07.02 －

設備投資額 8,070 5,470 △2,600 △02.2%

減価償却費 870 1,025 +452 +51.9%

期末従業員数（人） 282 007 +25 +8.9%



3. 2021年3月期 決算トピックス

●販売数量は前事業年度比 ＋11.9％
・ リチウムイオン電池向け + 17.2％ （民生用途△ 10.3 ％、車載用途 + 38.6％）

民生用途：最終製品の需要減少
車載用途：コロナ禍の影響で販売減少はあったものの、当第３四半期より回復基調で推移したことや、主要顧客への販売が増加

・ ニッケル水素電池向け △ 0.5％ （民生用途△ 41.2％、 車載用途 + 2.7 ％）
車載用途：コロナ禍の影響はあったものの、当第３四半期より需要が回復してきたことから販売が増加

●主原料相場
・ ニッケル相場は前期末より上昇傾向、コバルト相場は前期から低下を続けていたが反転し上昇

●コスト上昇
・ 中期的な増産に向けた

設備投資による減価償却費増加
組織人員体制強化による労務費の増加

●設備投資
・ 設備投資金額計 5,473百万円

●Northvolt (ノースボルト) 社に対する前駆体製造技術支援契約及び前駆体販売契約締結
・ 2019年10月15日 スウェーデン・ストックホルムに本拠を置くNorthvolt 社との間で、前駆体製造技術のライセンス及び技術支援契約

及び前駆体販売契約を締結
・ 2020年8月6日 契約に基づくライセンス及び技術支援の進捗に応じた売上高10億円を計上



4. 製品別販売数量 前事業年度との差異要因

（単位：ｔ）

16,860 

△151 

＋124 

△532 

＋2,563 18,860 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

2020/0期 2021/0期 増減 増減率

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

民生 5,170 4,640 △502 △10.0%

車載 6,648 9,212 +2,560 +08.6%

計 11,822 10,852 +2,000 +17.2%

ニ
ッ
ケ
ル
水
素

民生 068 216 △151 △41.2%

車載 4,669 4,794 +124 +2.7%

計 5,008 5,011 △27 △0.5%

合計 16,860 18,860 2,000 +11.9%



5. 製品別販売Ｑ毎推移
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6. 主原料国際価格推移（$/LBベース）
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7. 主原料国際価格推移（円/㎏ベース）
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●契約概要（締結日：2019年10月15日）
・ 前駆体製造技術のライセンス及び技術支援、前駆体販売契約

・ 技術支援の進捗状況に応じて、ライセンス / 技術支援料を受領予定

・ 2020年8月6日 契約に基づくライセンス及び技術支援の進捗に応じた売上高10億円を、
2021年3月期第２四半期期間（2020年7月1日～2020年9月30日）において計上

●Northvolt 社の概要
Northvolt 社は、車載用途を中心に次世代リチウムイオン電池の量産を目的として設立

・ 名称 ： Northvolt Ett AB ( Stockholm, Sweden )

・ 事業内容 ： リチウムイオン電池の製造販売

・ 大株主 ： Northvolt AB 

・ WEBサイトアドレス ： https://northvolt.com/

8. Northvolt (ノースボルト) 社に対する

前駆体製造技術支援契約及び前駆体販売契約締結



9. 営業利益 前事業年度との差異要因

（百万円）
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2020/0期 2021/0期 増減

営業外収支 △ 108 △ 9 +128

金融収支 △ 15 △ 48 △02

為替差損益 △ 19 29 +49

その他 △ 102 8 +111

経常利益 △ 1,500 △ 00 +1,472

特別損益 0 △ 7 △10

税引前当期純利益 △ 1,499 △ 07 +1,461

法人税等 128 076 +247

当期純利益 △ 1,628 △ 414 +1,214

（単位：百万円）

10. 営業外収支および特別損益



2020/0期 2021/0期 増減

流動負債 8,065 8,807 +471

仕入債務 2,055 4,819 +2,764

借入金 000 1,500 +1,200

その他 6,010 2,517 △0,490

固定負債 4,864 12,404 +7,570

借入金 4,800 12,000 +7,500

その他 64 104 +70

負債合計 10,200 21,272 +8,041

資本金 9,155 9,155 ―

資本剰余金 6,662 6,662 ―

利益剰余金 △ 2,797 △ 0,211 △414

自己株式 △ 2 △ 2 △0

その他 11 18 +7

純資産計 10,029 12,622 △407

負債純資産合計 26,259 00,894 +7,604

自己資本比率 49.6% 07.2% △12.4%

（単位：百万円）

11. 比較貸借対照表

2020/0期 2021/0期 増減

流動資産 9,147 12,960 +0,810

現預金 1,014 2,529 +1,515

売上債権 2,854 4,805 +1,951

棚卸資産 0,916 4,612 +695

グループ預け金 700 ― △700

その他 661 1,012 +051

固定資産 17,112 20,900 +0,820

有形固定資産 16,995 20,744 +0,749

機械装置他 8,605 11,040 +2,704

土地 1,400 1,400 +0

建設仮勘定 6,956 7,970 +1,014

無形固定資産 6 6 △0

投資等 111 180 +71

資産合計 26,259 00,894 +7,604



2020/0期 2021/0期 増減

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 △ 1,499 △ 07 +1,461

減価償却費 870 1,025 +452

運転資本による資金の増減 △ 2,425 117 +2,542

その他 1,115 △ 1,495 △2,610

営業活動によるキャッシュ・フロー △ 1,906 △ 90 +1,846

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 7,600 △ 7,845 △215

その他 270 77 △196

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 7,056 △ 7,768 △412

フリー・キャッシュ・フロー △ 9,292 △ 7,858 +1,404

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 0,000 9,000 +6,000

長期借入金の返済による支出 △ 000 △ 000 ―

その他 △ 248 △ 12 +205

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,451 8,687 +6205

現預金等換算差額 19 △ 10 △02

現預金等増減額 △ 6,821 815 +7,606

期末現預金残高 1,714 2,529 +815

（単位：百万円）

12. キャッシュ・フロー計算書
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出所：富士経済「２０２０ 電池関連市場実態総調査 上巻：電池セル市場編」 による 当社推察

リチウムイオン二次電池市場予測

13. 今後のリチウムイオン二次電池市場

２０３０年には
車載を中心に

約１３兆円市場へと拡大！

(予測) (年)



１4. 技術開発の方向性
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15. 中期ビジョン



（単位：百万円）

１6. 2022年３月期 業績予想

※上記の予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報による判断、仮定及び確信 に基
づくものであり、今後の経済情勢、事業運営における様々な状況変化によって、実際の業績等
は予想値と異なる場合があります。

※Northvolt 社と締結している前駆体製造技術のライセンス及び技術支援契約に基づく技術支援料
の収益計上は見込んでおりません。

※新型コロナウイルスの感染拡大の影響につきましては、現時点では今後の動向が不透明である
ことから、上記計画に織り込んでおりません。

2021/0期 2022/0期 予想

売上高 22,754 00,000

営業利益 △ 20 △ 650

経常利益 △ 00 △ 700

当期純利益 △ 414 △ 900

設備投資 5,470 2,000

減価償却費 1,025 1,600



（単位：ｔ）

17. 製品別販売数量予想

2021/0期 2022/0期 予想 増減 増減率

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

民生 4,640 5,400 +759 +16.4%

車載 9,212 15,700 +6,488 +70.4%

計 10,852 21,100 +7,247 +52.0%

ニ
ッ
ケ
ル
水
素

民生 216 40 △176 △81.5%

車載 4,794 6,000 +1,505 +01.4%

計 5,011 6,040 +1,028 +26.5%

合計 18,860 27,440 +8,576 +45.5%



付属資料



１．販売単価は、原則として主原料国際価格にスライドする。

従って、売上高は主原料国際価格の変動により利益に関係なく上下する。

２．利益は「加工単価」と「販売数量」の積である加工収入にリンクしている。

３．「加工単価」は製品の鮮度、技術的な革新性、工程の複雑さなどによる。

１．販売単価は、原則として主原料国際価格にスライドする。

従って、売上高は主原料国際価格の変動により利益に関係なく上下する。

２．利益は「加工単価」と「販売数量」の積である加工収入にリンクしている。

３．「加工単価」は製品の鮮度、技術的な革新性、工程の複雑さなどによる。

売上高＝（主原料国際価格＋加工単価）×販売数量売上高＝（主原料国際価格＋加工単価）×販売数量

＝（主原料国際価格×販売数量）＋（加工単価×販売数量）＝（主原料国際価格×販売数量）＋（加工単価×販売数量）

販売単価

∥
利益に関係なく増減

∥
利益の源泉
（加工収入）

１8. 業績を見る注意点



（注意事項）

本資料に掲載されている田中化学研究所の現在の計画、 見通し、 戦略、 確信などのうち歴史的事実でないものは将来の業
績等に関する見通しです。 これらの情報は現在入手可能な情報から得られた情報にもとづき算出したものであり、 リスクや不
確定な要因を含んでおります。 実際の業績等に重大な影響を与えうる重要な要因としては、 田中化学研究所の事業領域をと
りまく経済情勢、 市場における田中化学研究所の製品に対する需要動向、 競争激化による価格下落圧力、 激しい競争にさ
らされた市場において田中化学研究所が引き続き顧客に受け入れられる製品を提供できる能力、 為替レートの変動などがあり
ます。 但し、 業績に影響を与えうる要素はこれらに限定されるものではありません。


